
最適な会計ソフトの試験はどれ？ 

 

弊社では「会計ソフト実務能力試験」「電子会計」「弥生会計認定インストラクタ試験」な

ど様々な会計ソフトの資格試験の対策講座を実施してきました。 

 

通学講座・ＤＶＤ講座・職業訓練などをあわせると、のべ 10,000人以上の方に受講・受験

を頂いております。 

 

最近は職業訓練での講座が中心ですので、「会計ソフトの資格と仕事」という観点、さらに

「各試験の特徴」をお話しします。 

 

そのうえで、各会計ソフト試験の特徴を説明したいと思います。 

 

◎中小企業での会計ソフトのシェアは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店頭販売が主流の調査にはなりますが、会計ソフトのみに限定すれば、従業員 100 名以下

の中小企業では、弥生会計１色といっても過言ではないと思います。 

 

 

 

 

 



◎会計ソフトを使用している中小企業が主に使っている機能は（ＣＭＣ調べ） 

 

伝票入力（100％） 

元帳作成（100％） 

試算表作成（100％） 

税理士と共同しての決算整理仕訳の作成（90％） 

決算書作成（30％） 

消費税申告書作成（10％） 

経営分析（2％） 

資金管理（キャッシュフロー含む）（2％） 

 

 

◎浮かび上がってきた事実 

 

シェアと機能、この２つの事実から浮かび上がってくる事実は 

 

シェア面では 

「ハローワークでの求人企業（100人未満の中小企業が多い）の半数以上は弥生会計を使っ

ていると思われる」事 

 

機能面では 

「日常業務に関する機能はできるだけ完璧にしっておく必要がある」 

「決算処理に関しては、決算時に行う仕訳の特徴が理解できていれば良い」 

 

という事です。 

 

◎では就職活動に最も役に立つ資格は？ 

「弥生会計が使える方」という求人が多いという事は「弥生検定」「弥生認定インストラ

クタ試験」など「弥生」という冠のついた試験が有利だと考えます。 

 

ただ、試験合格の為には、どんな試験でも「一定時間以上の学習」が必要です。 

同じ勉強するのなら、勉強した内容が「より実務に直結」した方が良いことは自明の理だ

と思います。 

その観点からのオススメは「会計ソフト実務能力試験 1級」です。 

この試験は、導入→残高登録→日常処理→決算処理の一連の流れが問われており、また他

の試験（画面半分は問題に占められる）と違い画面をフルに使用して、本当の意味での実

技試験で実力を測る事ができます。 

 

電子会計実務検定（中級試験）はどうでしょうか。2006 年に日商が鳴り物いりで実施を

はじめた試験ですが、中小企業の実務実態からは少しはずれたような問題のつくりになっ

ています。あえて言えば社会保険・労働保険・月次決算にこだわった試験というところで

しょうか。 


